
 
 
 

連絡先・事務局 日南町阿毘縁 145 荒金 実 電話 87-0416

よびかけ人代表 石田正義 (元鳥取短期大学教授) 

         日南町 霞 1553-1 

九条の会とは 
 

「九条の会」は 2004 年６月 10 日、日本国憲法九条「改正」の動きに警鐘を

鳴らし、「改憲」のくわだてを阻むための一人ひとりの努力をよびかけたアピ

ールを発して発足しました。(アピール全文は裏面に掲載しています) 

 全国津々浦々から共感と支持が寄せられ、全国で約 7,000 の「会」が結成

されています。 

 

九条の会からの訴え 
■ 「九条の会」アピールへの賛同の輪を創意をこらして広げ、９条改憲反

対、９条生かそうの圧倒的世論をつくろう。 

■ 職場・地域・学園の草の根で、日本国憲法９条のすぐれた内容と改憲案

の危険な内容についての理解を深めるための大小無数の集会を開こう。

■ 当面、「すべての小学校区に九条の会」を合言葉に、文字どおり思想・

信条・社会的立場の違いをこえた「会」つくろう。地域・分野の「会」

のネットワークをつくり、交流・協力しあって運動を前進させよう。 

戦
争
の
放
棄 

 

第
九
条 
戦
争
の
放
棄
、戦
力
及
び 

交
戦
権
の
否
認 

① 

日
本
国
民
は
、 

正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る 

国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、 

国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、 

武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、 

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、 

    

永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。 

② 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、 

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、 

こ
れ
を
保
持
し
な
い
。 

国
の
交
戦
権
は
、こ
れ
を
認
め
な
い
。 

日
本
国
憲
法
よ
り 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
日
本
国
憲
法
は
、
い
ま
、
大
き
な
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
に
い
た
る
残
虐
な
兵
器
に
よ
っ
て
、
五
千
万
を
越
え

る
人
命
を
奪
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
。
こ
の
戦
争
か
ら
、
世
界
の
市
民
は
、
国
際
紛
争

の
解
決
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
武
力
を
使
う
こ
と
を
選
択
肢
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
教
訓
を
導
き
だ
し
ま
し
た
。 

 

侵
略
戦
争
を
し
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
こ
の
戦
争
に
多
大
な
責
任
を
負
っ
た
日
本
は
、

戦
争
放
棄
と
戦
力
を
持
た
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
九
条
を
含
む
憲
法
を
制
定
し
、
こ
う

し
た
世
界
の
市
民
の
意
思
を
実
現
し
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。 

 

し
か
る
に
憲
法
制
定
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
た
い
ま
、
九
条
を
中
心
に
日
本
国
憲
法

を
「
改
正
」
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
か
つ
て
な
い
規
模
と
強
さ
で
台
頭
し
て
い
ま
す
。

そ
の
意
図
は
、
日
本
を
、
ア
メ
リ
カ
に
従
っ
て
「
戦
争
を
す
る
国
」
に
変
え
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
と
武
力

の
行
使
な
ど
、
憲
法
上
の
拘
束
を
実
際
上
破
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
核
三
原
則

や
武
器
輸
出
の
禁
止
な
ど
の
重
要
施
策
を
無
き
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
子
ど
も
た
ち
を
「
戦
争
を
す
る
国
」
を
担
う
者
に
す
る
た
め
に
、
教
育
基
本
法
を

も
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
き
た
、

武
力
に
よ
ら
な
い
紛
争
解
決
を
め
ざ
す
国
の
在
り
方
を
根
本
的
に
転
換
し
、
軍
事
優
先

の
国
家
へ
向
か
う
道
を
歩
む
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
転
換
を
許
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
攻
撃
と
占
領
の
泥
沼
状
態
は
、
紛
争
の
武
力
に
よ
る
解
決
が
、

い
か
に
非
現
実
的
で
あ
る
か
を
、
日
々
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
武
力
の
行

使
は
、
そ
の
国
と
地
域
の
民
衆
の
生
活
と
幸
福
を
奪
う
こ
と
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一

九
九
〇
年
代
以
降
の
地
域
紛
争
へ
の
大
国
に
よ
る
軍
事
介
入
も
、
紛
争
の
有
効
な
解
決

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
東
南
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
は
、

紛
争
を
、
外
交
と
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
す
る
た
め
の
、
地
域
的
枠
組
み
を
作
る
努

力
が
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
世
紀
の
教
訓
を
ふ
ま
え
、
二
一
世
紀
の
進
路
が
問
わ
れ
て
い
る
い
ま
、
あ
ら
た

め
て
憲
法
九
条
を
外
交
の
基
本
に
す
え
る
こ
と
の
大
切
さ
が
は
っ
き
り
し
て
き
て
い
ま

す
。
相
手
国
が
歓
迎
し
な
い
自
衛
隊
の
派
兵
を
「
国
際
貢
献
」
な
ど
と
言
う
の
は
、
思

い
上
が
り
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

憲
法
九
条
に
基
づ
き
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
民
と
の
友
好
と
協
力
関
係
を

発
展
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
同
盟
だ
け
を
優
先
す
る
外
交
を
転
換
し
、
世
界
の
歴

史
の
流
れ
に
、
自
主
性
を
発
揮
し
て
現
実
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
憲
法
九
条
を
も
つ
こ
の
国
だ
か
ら
こ
そ
、
相
手
国
の
立
場
を
尊
重
し
た
、
平

和
的
外
交
と
、
経
済
、
文
化
、
科
学
技
術
な
ど
の
面
か
ら
の
協
力
が
で
き
る
の
で
す
。

 

私
た
ち
は
、
平
和
を
求
め
る
世
界
の
市
民
と
手
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
憲

法
九
条
を
激
動
す
る
世
界
に
輝
か
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
国
の

主
権
者
で
あ
る
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
九
条
を
持
つ
日
本
国
憲
法
を
、
自
分
の
も
の
と

し
て
選
び
直
し
、
日
々
行
使
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
国
の
未
来
の
在

り
方
に
対
す
る
、
主
権
者
の
責
任
で
す
。
日
本
と
世
界
の
平
和
な
未
来
の
た
め
に
、
日

本
国
憲
法
を
守
る
と
い
う
一
点
で
手
を
つ
な
ぎ
、
「
改
憲
」
の
く
わ
だ
て
を
阻
む
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
、
い
ま
す
ぐ
始
め
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
六
月
一
〇
日 

 
 
 
 

戦争をする国にしないため、あなたも賛同者になってください 

 
日本の知性と良心を代表する 9人の知識人がアピールを発表して 4年目を迎えよう

としています。 

鳥取県内でも米子市、境港市、南部町、鳥取市など自治体の行政区をはじめとして、

さまざまな単位やかたちで「九条の会」が誕生し、映画や講演会などを企画して草の根

の活動を行っています。 

日南町でも、昨年12月 15日に「九条の会・にちなん準備会」を発足しました。こ

の準備会では、町内のみなさんに「九条の会アピール」の賛同者になっていただきます

よう呼びかけています。また、今後多様な活動を計画しています。 

ご承知のように、昨年の国会で憲法改正のための手続きを定めた「国民投票法」が成

立しました。憲法第96条は、憲法改正には国民投票で過半数の賛成が必要と定めてい

ます。 

あなたも「九条の会・にちなん準備会」の賛同者になって下さい。そして、町民過半

数が 9 条を守り日本を戦争する国にしないために、ご一緒に世論を盛り上げて下さい

ますよう、心から訴えます。 

          2008年 2月      よびかけ人代表 石田正義 

(
切
り
取
り
線) 

「九条の会・にちなん準備会」の活動に賛同し、賛同者となります 
 

                          年  月  日 

(〒   -     ) 

 

住所                          氏名         

 

電話           

 

メールアドレス       @                      

 

 

    

氏名の公表は、    可   不可 (いずれかに○印をしてください) 

 

              会の「たより」を発行し、みなさんにお届けします。 

井
上 

ひ
さ
し
（
作
家
） 

大
江 

健
三
郎
（
作
家
） 

梅
原 

猛
（
哲
学
者
）

 

奥
平 

康
弘
（
憲
法
研
究
者
） 

小
田 

実
（
作
家
） 

加
藤 

周
一
（
評
論
家
）

 

澤
地 

久
枝
（
作
家
） 

鶴
見 

俊
輔
（
哲
学
者
） 

 

三
木 

睦
子
（
国
連
婦
人
会
） 


